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プロジェクトに参加して 

「おとなしくて目立たない、悪いことはしない 

(だから教室で放っておかれる)子」にこそ、 

「キミはどんなことができるの？」 

「キミは何をやってみたいのかな？」 

「キミのことをもっと教えておくれよ」 

と働きかけて、 

『自分』発信の背中を押したい 
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実践校紹介：太フレってどんなとこ？ 

• 2005年、群馬県太田市に
設立された県立高校 

• 定時制(午前/午後/夜間)
と通信制を併設 

• 生徒が自分で時間割を組
むのが特色の単位制高校 

• 学年・クラスがない(ゼミ制) 

• 74単位修得で卒業 

• 卒業までは3年、４年、もしく
はそれ以上(最長8年) 
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太フレ生の様子 

• 小中学校で不登校を 
経験してきた生徒 

• 学習の機会を見過ごして
きた生徒 

• 特別な教育課程で 
学んできた生徒 

• 海外につながりを持つ 
生徒 

• 他校を退学してきた、 
学び直しの生徒 

• 学校生活を「目立たずや
り過ごしたい」生徒たち 
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対象生徒(Aくん：2年目) 

• 広汎性発達障がい 
– 療育手帳B2級 

– コミュニケーションがとり
ずらい 

– 予定が分からないと 
固まってしまう 

– 自分が困っていることを
周囲に伝えられない 

– ストレスがたまると自分
のもの(メガネ)を壊した
り、髪を抜いたりする 

• 中学校では特別支援
学級に在籍 
– 英語は学習していない 

– 放課後デイ 
(小5の冬から。 4/w) 

– 通院(1/m)・服薬 

– 「協力学級の学習をが
んばりたい」 
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Aくんの一年目について聞き取り 

こんなことができています 

• 電車通学に慣れて、毎日登校
している 

• 落ち着いて学校生活を送って
おり、「問題ない」 

• 授業への取り組みの様子は、
「問題ない」 

• 初年度は必修24単位を登録
して、「問題なく」修得できた 

• 3年で卒業して、専門学校(動
物系)への進学を希望 

こんなことが課題です 

• コミュニケーション(やりと
り)が難しい 

• 友人が欲しいと言うが、 
具体的行動が見えない 

• 予定の変更に戸惑う 

• 決まった課題は取り組むが、
表現活動を避ける 

• 2年目で学習が難しくなる 
ことを心配している 
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5月から支援スタートにあたって 

こんなことが課題です 

• コミュニケーション(やりと
り)が難しい 

• 友人が欲しいと言うが、 
具体的行動が見えない 

• 予定の変更に戸惑う 

• 決まった課題は取り組むが、
表現活動を避ける 

• 2年目で学習が難しくなる 
ことを心配している 

こんなことを目指してみよう 

• 必要なことを的確に伝えら
れるようになろう 

• 周りの存在に関心を持ち、
円滑な関係を築けるように
なろう 

• 自分で生活管理する習慣
を作り、行動しよう 

• 定着した知識を活用した 

  表現活動に取り組もう 
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支援タイムの流れ 

• 週１回、別室(教育相談室)で60分程度 

• 安心して取り組めるように活動をルーティン化 

• 「ショート・ダイアリー」で一週間のふり返り 

• 今後の予定など、心配なことを口頭で確認 

• google検索とメモ機能で、「好きなことを調べ
てまとめる」時間(タブレットの使用に慣れる) 

• Quizletで、英語の授業の補習 
(タブレットが学習に使えることを体験する) 
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ショート・ダイアリーの取り組み 

• A君の傾向：タブレット
操作より手書きが取り
組みやすい様子 

• 毎日の出来事を「短文
＋感想」で書いてもらう 

• 最初の頃は、事実の 
記述にとどまっていた 

• 「出来事＋感想」を 
書けるように促した 
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ショート・ダイアリーの取り組み 

• だんだん、「難しかった」
「分からなかった」と 
いう感想を書くように
なった。 

• 次は、「具体的には？ 
どんなふうに」を 
表現するように促した。 
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ショート・ダイアリーの取り組み 

• 長く、説明的な記述を 
してくれるようになった。 

• 感情の表現も加える 
ように促すが、 
まだそこは出せないで
いる。 
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ショート・ダイアリーの取り組み 

• 「次は・・・したい」という
表現が出てくるように
なった。 

• 感情の記述は出てこな
いが、 
「うれしかったこと」 
「嫌な思いをしたこと」
の振り分けるように 
なった。 

• ショート・ダイアリーの活
動は、その後も継続 
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検索とメモ機能を使って 

• 興味があるもの(電車
の車輛や日本史上の人
物、アニメ映画など)に
ついて、画像を見つけて、
メモ機能に貼り付けて
いくのが好き。 

• 好きなことに集中する
作業で、液晶のタッチ操
作にも慣れてきている
様子が見える。 
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検索とメモ機能を使って 

• 文章は、自分で打ち込
むよりも、コピー&ペー
ストを好みます。 

• 「ただ、貼り付けている
だけじゃないか？」とい
う疑問 

• 貼り付けたことが知識と
して残っていることをや
り取りで確認できた。 
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英語補習の取り組み 

• Quizletというソフトで
英単語や教科書本文
の学習に取り組んだ。 

• 繰り返し取り組むことで、
学習の知識の定着が
高まった。 
(正答率30%→60%) 
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英語補習の取り組み 

• 「テスト」のオプションで
難易度を自分に合わせ
たり工夫が見られた。 

• 支援タイム以外にも取
り組んで正答率を80%
まで上げ、自信を持て
た様子だった。 

• 9月の前期期末テスト
では、クラス最高得点！ 
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夏休みを迎えるにあたって 

• 支援を通して見えてきたAくんの傾向は・・・ 

–決められたことは、理解すれば真面目に取り組む 

– くり返し取り組むことで、記憶と行動が定着する 

–興味があることには、短時間集中で取り組む 

–新しいものに取り組む姿勢(根底に安心が必要) 

–発信したいものはあるが、手段が分からない様子 

–発信する対象(相手)をイメージできない戸惑い 

• 夏休みも「つながり」を意識させたい 

 
17 



夏休みのリモート支援タイム 

「えにっき」アプリ 

• 文章&写真で表現する 

• 自分で作ったものを「見せ
る・伝える」を意識する 

• 交換「えにっき」で、支援者
との交流を経験する 

 

ｚoomでおしゃべり 

• Aくん自身が日時を設定し、
「人と会う」経験をする 

• 「話して伝える」タイプの 
コミュニケーションの経験 

• 自分一人でタブレット操作 
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「えにっき」 

• 「なんでも好きなものを
教えてちょうだい」と
言ったら、大好きな新幹
線の車輛を紹介してく
れた。 

• 好きなものについては、
とても詳しく説明してく
れる。 
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「えにっき」 

20 

• 夏休み中に出かけた先で写真を撮って、「えにっき」で教えて
くれた。 

• 考えたことや感じたことについても表現するようになった。 
• 「えにっき」の活動は気に入った様子で、夏休み明けも続けて
取り組んで、メールに添付して送ってくれる(週1～2回)。 



「えにっき」 

• 授業で学んだ内容について、「えにっき」でまとめて教えてくれた。 
• 「社会と情報」の学習に興味があるようで、話題にすることが多かった。 
• 「○○が難しかった」を具体的に書くことが増えてきた。 
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「えにっき」 

• 12月の学習発表会に向けて、「新幹線車両の粘土細工」を作成し、その
進捗状況を「えにっき」で伝えてくれた。 

• 数字や年月日にこだわって説明する様子が見えた。 
• 学習発表会について、「見てくれる人」を意識した記述が出てきた。 
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zoomでおしゃべり 

• 夏休み中の毎週、時間
の予定を合わせて、 
お互いに入室した。 

• 30分くらい話すと「疲
れた」と言うので、そこ
でおしまい。 

• 夏休み明けも、毎週日
曜日の夕方に20～30
分のzoomを続けた。 
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zoomでおしゃべり 

• zoomでは写真を共有
しながら、「いつ」「どこ
で」「なにをした」を説
明するようになった。 

• それで、どう思ったか
(感想)を表現するのは、
相変わらず苦手な様子
である。 
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夏休み明けて、支援のねらい 

• 決まった行動の経験を積み、応用できるように
する 

• Aくんが取り組みやすい学習手段を提案して
自分で選ばせ、学習の定着をはかる。 
(個別の機会だけでなく、集団授業でも) 

• 自発的に行動したり表現したりする機会を 
増やす 

• 伝える対象(相手)を意識した表現の方法と 
手段を身につける 
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支援タイムでのつながり 

• ルーティンを固めて、Aくんの安心感を生む 
–時間になったら職員室に呼びに来る 

–教育相談室に行ったら、自分で部屋を整える 
(窓を開けたり、扇風機やストーブをつけたり) 

–ショート・ダイアリーを出しておしゃべり 

–新しい用紙を渡しながら、予定の確認 

– iPadで「好きなこと」をまとめるフリータイム 

–コミュニケーション英語の講座の補習的活動 

– Aくんが活動に満足したら、おしまい(30～40分) 
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英語授業での取り組み 

Google Classroom 

• 毎回の授業について、板書
画像とふり返りを共有して
配信している。 

• 他の生徒と比べるとAくんは
律儀で、見ると「確認しまし
た」のコメントを入れてくれ
る。 
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英語授業での取り組み 

Google Classroom 

• ストリームを使って、それぞ
れが考えたアイディアを出し
合う活動でも、積極的に意
見を表現してくれる。 

• 今までの授業中の口頭で
のやり取りでは、見せてくれ
ない姿だった。 
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英語授業での取り組み 

Google Jamboard 

• 協同学習での内容理解に
取り組んだ。 

• Aくんは、積極的に自分の
考えを書き込もうとする姿
勢を見せた。 

• 自分では分からないところ
も、他の生徒の意見を参考
に内容をノートにまとめ始め
た。 
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英語授業での取り組み 

Google Jamboard 

• 付箋を使って並べ替え英作
文に取り組んだ。 

• Aくんは一番乗りで提出し
て、コメントを入れてくれた。 

• こちらからのヒントを読んで、
正解になるまで繰り返し取
り組んだ。 
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英語授業での取り組み 

Google Slide 

• 英語講座の学習成果発表
として、「人に読んでもらえ
る」英作文のスライド作成に
取り組んだ。 

• Aくんは、自分が好きな電車
の車輛について文を考えて、
英語にしてくれた。 

• ３回の書き直しで完成させ
て、12月の学習発表会で
展示した。 
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Aくんの英語力 2021(1st) 
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Aくんの英語力 2021 (2nd) 
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Aくんの英語力 2021 (final) 
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参考：他の生徒の作品 

35 



参考：他の生徒の作品 

36 



参考：他の生徒の作品 
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プロジェクトを通して 

• 見えてきたAくんの姿は・・・ 

–目立たないだけで、自分の個性を持っている 

–他の生徒と同じように、「～したい」がある 

–他の生徒と同じで、「楽をしたい」と思っている 

–他の生徒と同じで、ずるいところがある 

–他の生徒と同じで、「人との繋がり」を持ちたい 

• 週１回の「支援タイム」での継続的な関わり 

• タブレット活用で、「自分でやる」経験 
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来年度は卒業予定のAくんです 
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